「AJワークショップ」世界の中の難民とわたし―日本に来ている難民を通して考える―( by 石川 えり
69Asia Japan Journal 09 (2014)
世界の中の難民とわたし
—日本に来ている難民を通して考える—
日時：2013 年 7 月 11 日（木）


































































71Asia Japan Journal 09 (2014)
世界の中の難民とわたし—日本に来ている難民を通して考える—
ていってくれればと思っています。
難民の方がおっしゃった言葉の中で忘れられないものをひとつ紹介させてください。「私たちは種
だと思う」。種がコンクリートの上に落ちてしまったら芽吹くことはできないけれど、土の上に落ち
ることができたら根を張って花を咲かせることができる。その「種」という存在の難民を、コンク
リートの上で干からびさせてしまうのか、もしくは多様な、花をつけたり実をつけたりすることが
できるのか。それは一人ひとりが構成する「土」としての社会に係ってきます。私たち支援する側
はその土壌を変えていこうという思いで活動に携わり、難民支援の可能性を能動的に引き出してい
きたいと思っています。
みなさん今日はどうもありがとうございました。どうぞHPや事務所にいらしてください。フェイ
スブックなどでも情報を発信しています。
